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けた女性支援者の力量形成に関する研究」（2012 年 7 月 1 日～2013 年 2 月 28 日）、
福島県男女共生センター公募型研究「復興に向けた地域コーディネーターのコミ
ュニティづくり―男女共同参画社会実現の視点から―」（2012、2013 年度）。震災
が発生し、その後の復興の過程においても、まず、被災当事者の支援に光があて
られる。それは当然のことである。が、この研究では、その被災者を支援する「支
援者の支援」をテーマとした。現状の把握と共に支援者の支援の方法を実践的に
検討したものである。これらの研究をもとに執筆した論文である。 
  
 ①の論文が掲載された書籍は、震災と復興をテーマとして早稲田大学に関係す
る研究者が多角的な分野から論文を寄稿した大部の書籍である。論文の共同で執
筆にあたった天野和彦氏は、東日本大震災発生当時福島県社会教育主事であり、
郡山市に設置され、ピーク時 2500 人が避難した「ビックパレットふくしま」の統
括責任者であった。その後、富岡町復興支援センター「おだがいさまセンター」、
福島大学ふくしまみらい支援センター准教授等を経て、復興の町づくりに奮闘し
ておられる。本論では震災直後から今日に至る膨大な仕事の中から「ビックパレ
ット福島」における「女性専用スペース」の設置と運営に関して書いて頂いた。
また、矢内琴江氏は、早稲田大学文学学術院総合人文研究センター助手、ジェン
ダー研究所研究員である。震災直後学生を被災地に送り出すことや、帰京した学
生の省察を支える取組を経た後に受託研究のリサーチアシスタントとして「支援
者」の支援の実務にあたった。本論では、その経過と意味を考察している。本論
の取りまとめを行った筆者は、避難所開設と運営に携わる支援者＝地域コーディ
ネーターの支援体制の構築を目的とした実践的研究に取り組み、それを事例とし 
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て復興に向けて支援者はどのようなコミュニティを作り出し支えあっていくこと
が必要かを論じた。 
 ②は、日本社会教育学会企画出版において、自治体の社会教育職員のみならず
多様な領域の対人支援職の専門性とその力量形成に関する研究の成果をまとめた
ものである。この中で、千葉悦子氏と筆者は、東日本大震災に際して、男女共同
参画センター／女性センター等の職員が果たした大きな役割についてとらえ、さ
らにその支援職としての力量形成のあり方について、受託研究をもとに論じた。
福島県の男女共生センターのみならず、盛岡市、仙台市等の自治体の男女共同参
画センターでは、生活に密着しつつ、被災者の支援に従事した。共著者である千
葉悦子氏について少し紹介しておきたい。氏は、福島大学行政政策学類教授であ
り、現在福島県男女共生センター館長である。農村女性の自立をテーマに研究を
重ねられ、震災後原発の影響を受けて全村避難を強いられた飯舘村の村づくりに
深く関与して研究を進めてきた方である。 
 2 本の論文において考察したことを少しまとめておきたい。地震や台風等の災
害のもとでは、被災者の支援が第一優先課題であることは間違いない。しかし、
その被災者を支援する人びとについてあまり光が当てられず、研究も多くなされ
ていない。今回の震災において福島県はとくに放射能飛散というこれまで想定さ
れえなかった健康被害や生活破壊において、規模も時間も想定外のものであった。
そういう状況のもとで、日常にあるジェンダー問題や性差別が浮上する。支援者
はそうした問題への対応に際して、それまでの仕事の中で蓄積した力量を発揮し
て支援に従事した。また、一方で、支援者自身も被災者である。しかし、「公務員
だから」「仕事だから」と生活者としての悩みをどこかにおいて業務に当たらざる
を得ず、経験したことのない事態に直面して行った支援のあり方についての評価
もままならない。仕事の実態を記録に残すこと、仕事のことを語り合い、分かち
合う言語化の取り組みをすること、それらが「今」非常に重要であることを、研
究活動を通して痛感しているところである。 
 
 
